
 

年  月  日(  )  校時   年  組 授業者名(         )参観者名(         ) 

 
項     目 チェック ﾍﾟｰｼﾞ 

(１)英語の時間のための「英語スイッチ(例⇒3E:笑顔、Enjoy、エネルギー)」が入っている。 4 3 2 1 p.6 

(２)適切に(小・中の学校種に応じて)英語を使って授業をしている。                    ※1 4 3 2 1 p.5･6 

(３)本時のねらいを明確に設定している。 4 3 2 1 p.  

(４)｢理解や練習するための指導｣と｢言語活動｣を適切に使い分けている。 4 3 2 1 p.1 

(５)言語活動において、目的や場面、状況等を明確に設定している。 4 3 2 1 p.1 

(６)設定されたコミュニケーションの目的や場面、状況等を理解させている。                ※2 4 3 2 1 p.1 

(７)    ※2 4 3 2 1 p.6 

(８)目的達成のため、具体的なコミュニケーションを行わせている。                    ※2 4 3 2 1 p.1･2 

(９)言語活動において、伝えたい「内容」だけではなく、伝えるための「英語表現」を子どもに思考・判断させている。 4 3 2 1 p.1･2 

(10)言語面・内容面で自ら学習のまとめと振り返りを行わせている。                    ※2 4 3 2 1 p.6 

○ 「自己の重点項目を決める」「授業参観の視点として使う」「新たな項目を付け加える」など、工夫して活用してください。  小ガ p.95 

 
(11)単元など内容や時間のまとまりの構想(ゴールイメージ等)を明確に示している。 4 3 2 1 p.1 

(12)ウォームアップ（小学校の Small Talk 等含む）は、単元又は本時のねらい等と関連させている。 4 3 2 1 p.  

(13)ウォームアップは、中心となる言語活動又は理解や練習するための指導と関連させている。 4 3 2 1 p.1 

(14)Small Talk等を取り入れている。 4 3 2 1 p.6 

(15)単なる機械的な反復練習ではなく、意味のある活動にしている。 4 3 2 1 p.1 

(16)言語活動を単元など内容や時間のまとまり又は授業の中で繰り返し設定している。 4 3 2 1 p.1 

(17)言語活動を通して、見方・考え方が働くようにしている。 4 3 2 1 p.2 

(18)必要最低限の文法事項(小学校:文及び文構造含む)の扱い(気付き等)にしている。 4 3 2 1 p.4･5 

(19)中学校において、技能(領域)統合型の言語活動を設定している。 4 3 2 1 p.5 

(20)CAN-DOリスト(振り返りシート等)を活用している。 4 3 2 1 p.2 

(21)単元など内容や時間のまとまり又は本時において、パフォーマンステスト等を実施している。 4 3 2 1 p.2 

(22)音声から文字へという原則的な指導順序を意識している。 4 3 2 1 p.  

(23)小学校での｢読むこと｣｢書くこと｣等において、事前に音声に十分に慣れ親しませている。 4 3 2 1 p.4 

(24)ICT等を効果的に活用している。 4 3 2 1 p.  

(25)ALT等の役割分担を明確にするなど、効果的にティーム・ティーチングをしている。 4 3 2 1 p.  

(26) 4 3 2 1  

(27) 4 3 2 1  

 

※1 中学校の場合は、授業は英語で行うことを基本とする。その際、生徒の理解の程度に応じた英語を用いるようにすること。必要に応じて補助的に日本語を用いることも考えられる。 

※2 (06)(07)(08)(10)といった英語教育における学習過程の流れの中で、学んだことの意味付けを行ったり、既得の知識や経験と、新たに得られた知識を言語活動で活用したりすることで、 

「思考力、判断力、表現力等」を高めていくことが大切である。

 

小解 p.53(取扱),71(目標)中解 p.13(目標)

福島県で頑張っているすべての先生方のための

ふくしまの
「授業スタンダード」

東日本大震災及び原発事故を経験した本県だからこそ、
困難な課題に対して、
多様な他者と協働しながら粘り強く取り組み、
最適解を見いだすことができる力を
子どもたちに育む必要があります。
その力を育む場が、
日々 の「授業」であることは論をまちません。

子どもたちが、課題に主体的に向き合い、
一人一人がよさを発揮しながら解決し、
自信を深め、また新たな課題を見いだし解決しようとする……。
こうした授業の積み重ねが、
よりよい社会と幸福な人生の創り手を育てることに
つながるのだと考えます。

授業には、時代が変わっても変わらずに大切にすべきことと、
時代の変化に応じて新たに取り入れるべきことがあります。
「ふくしまの『授業スタンダード』」は、
次期学習指導要領を見据え、
授業における不易と流行のポイントを示したものです。

子どもたちのために懸命に頑張っている
すべての先生方にお届けします。
日々 の授業において、
そして校内研修の場で、
積極的に活用してください。

平成２９年４月

福島県教育委員会

～「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り、
　　 子どもたちの資質・能力の育成を目指して～

学びて時に之を習ふ、

亦説ばしからずや。

論語

すべての人間は、

生まれつき、

知ることを欲する。

アリストテレス

◯　課題意識をもっているところから活用してください。
【授業前に】【教室に向かう途中で】【授業の基盤は】【授業後に】・・・・・・・・・・・・・・・・・・P1,2
【導入】【展開】【終末】【指導技術（板書、机間指導、発問、ノート指導）】・・・・・・・・・P3～6

◯　同僚とともに授業づくりや授業の振り返りに活用してください。
【授業の充実のために】【校内研修の活性化のために】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7

使い方


